
（案） 

地方独立行政法人泉佐野市行政事務サービスセンター

令和７年度（第４期事業年度）における業務実績評価報告書 

参考資料：小項目評価 

令和８年７月 

泉佐野市 

資料６ 



項 目 別 の 状 況 

第 1 年度目標及び事業計画の期間 令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日 

第 2 設立団体申請等関係事務処理業務の質の向上に関する事項（事業計画：設立団体申請等関係事務処理業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置） 

1 法人への円滑な業務の移行 

（1）法の枠組みに基づいた業務範囲（事業計画：法の枠組みに則した業務範囲）

年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント

法人が実施する全ての窓口業務につい

て、コンプライアンスを遵守し、適正かつ

確実に実施していくこと。また、地方独立

行政法人法（平成１５年法律第 １１８号）

の枠組みの中で、法人が実施できる業務の

検討を行い、業務範囲の 拡充を図ること。 

① 次のアからウの設立団体申請等関係事

務処理業務については、法人において処理

するものとし、各種法令等を遵守し、適正か

つ確実な実施に努めるものとする。また、各

窓口担当課等との調整を踏まえ、業務範囲

の拡充に努めるものとする。 

ア 法別表に規定するもの

イ 泉佐野市地方独立行政法人法別表 22号

に規定する事務を定める条例に基づく業

務

ウ 従来から市において外部委託している

市民課、税務課、国保年金課、総務課、介

護保険課、地域共生推進課、子育て支援

課、健康推進課、こども家庭課の窓口業務

のうち、法的に法人が実施できないもの

を除いた業務 

①業務範囲拡充の対応の取組みとして、令和

7 年 4 月よりこども家庭課の案内業務に「い

ずみさの多子世帯出産子育て応援事業」（第

二子以降に泉佐野地域ポイント「さのぽ」の

付与を行う事業）の案内を追加し、こども家

庭課の窓口業務の充実に努めた。 

Ⅳ Ⅳ － 
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② ①に掲げる業務のうち、令和 4 年 10 月

から子育て支援課、令和 5 年 7 月から市民

課「おくやみコーナー」、10 月から市民課、

総務課及び健康推進課、令和 6 年 4 月から

税務課、国保年金課、介護保険課、地域共生

推進課、機構改革で新たに創設されたこど

も家庭課の各窓口業務について、法人によ

る直接処理を段階的に開始した。 

③ ①に掲げる業務のうち、当初計画した

窓口業務については、令和 6 年 4 月に法人

へすべて移行したことにより、令和 7 年度

も引き続き窓口業務の効率化を進め、適正

な運営に努めるものとする。 

② 業務フローの見直しにより、市民課窓口

を初め、窓口業務の検認の一部について、市

担当職員による検認を廃し、法人職員が当該

事務を実施した。 

法人窓口 

令和７年度 

法人における

検認の対応項

目件数 

市民課窓口業務 25 件 

国保年金課窓口業務 35 件 

税務課窓口業務 8 件 

介護保険課窓口業務 10 件 

子育て支援課窓口業務 2 件 

計 80 件 

③ 窓口のスムーズな運用を目指し、新たに

クレーム対応マニュアルを作成した。

また、全ての窓口で業務の効率化に取り組

み、改善点等をマニュアルに反映させるため、

改定版として取りまとめ、適正な運営に努め

た。 

- 2 -



 

年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント

必要な人材を確保した上で窓口の業務

体制の安定化を図るとともに、職員の業務

能力の質の向上及び柔軟で機動的な対応

を可能とする人材育成に努めること。 

① 法人が直接処理する業務に必要な人

材の確保については、ハローワークを通

じた職員採用及びパート職員登録のほ

か、市からの出張職員又は市職員 OB 並び

に人材派遣の活用により人材の確保に努

めるものとする。 

② 80 人を超える窓口業務に従事する法

人職員を管理する事務局の充実が必要で

あることから、事務局体制の整備に努め

るものとする。 

③ 労働安全衛生法に基づき、産業医及

び衛生管理者を含め、安全衛生委員会運営

を行い、法人職員がより健康かつ安全に就

労できるよう、職場環境の整備に努めるも

のとする。 

① ホームページ及びハローワークを通じ

て、5 月と 1 月の採用に向け、募集を行い人員

確保に努めた。また、より法人業務に適した人

材の確保を目的に、1 月採用試験（12 月実施）

から書類選考及び面接試験に加え、適正試験を

導入した。 

② 総務管理課長及び窓口業務課長（市職員 2

名）、総務管理課職員 2 名（パート職員 2

名）、窓口業務課職員 2 名（常勤職員 1 名、パ

ート職員 1 名）を配置し、特に、窓口業務課

職員 1 名は、主査級を配置することにより、

事務局の窓口業務の管理体制の充実を進め

た。 

③ 労働安全衛生法に基づき産業医及び衛生

管理者を選任し、法人職員が健康かつ安全に

就労できるよう労働環境の整備に努めた。ま

た、内部統制委員会を開催し、統制環境の整

備にも努めた。 

Ⅳ Ⅲ 適正試験

の実施な

ど、新規

の取り組

みはある

が、計画

を上回る

とまでは

いかない

ことから

Ⅲと評価

する。 

第 2 設立団体申請等関係事務処理業務の質の向上に関する事項（事業計画：設立団体申請等関係事務処理業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置） 

1 法人への円滑な業務の移行 

（2）業務に必要な人材確保
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また、内部統制委員会を開催し、統制環

境等の整備に努めるものとする。 

④ 法人職員に対して、業務遂行に必要

な研修を適切に実施するものとする。 

個々の法人職員が、担当外の窓口業務

に関する知見を広げることにより、柔軟

で機動的な対応ができる人材育成に努め

ていくものとする。 

また、クレーム対応研修等の実施によ

る業務能力の質の向上、職場マネージメ

ントのスキルアップ研修の実施による組

織体制の強化に努めるものとする。 

【評価項目 1】 

法人職員の研修受講状況 

法人職員の 

研修受講率 

法人（目標） 

90％以上 

安全衛生委員会の開催数等 

・委員会 12 回開催

・産業医、衛生管理者による職場巡視

45 回

・定期健康診断（７月）

・ストレスチェック（1 月）

・産業医による面談指導（３月）

④ 法人職員に対し次の研修等を実施し、窓口

業務運営を適切に取り扱えるよう、法人職員の

業務能力の質の向上に努めた。 

【評価項目 1】法人職員の研修受講 

・令和 7 年 7 月 24 日（木）

9 時 30 分～10 時 30 分

場所：法人事務所会議室

研修テーマ：「人事評価制度について」

対象職員人数 
法人職員研修 

受講率（実績） 

法人主査級 

12人 

100％ 

（参加者 12人） 

・令和 7 年 9 月 9 日（火）、10 日（水）、

12 日（金）

場所：法人事務所会議室
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【評価項目 2】 

研修の開催状況 

研修の開催数 
法人（目標） 

2回 
 

研修テーマ：「個人情報保護」 

 

対象職員人数 
法人職員研修 

受講率（実績） 

個人情報研修 

未受講者 18人 

94.4％ 

（参加者 17人） 

 

・令和 8 年 1 月 23 日（金）18 時～20 時 30 分 

 及び 

24 日（土）9 時 15 分～11時 45 分 

 場所：エブノ泉の森ホール会議室大 

研修テーマ：「クレーム対応について」 

対象職員人数 
法人職員研修 

受講率（実績） 

法人職員人 84 人 
 88.1％ 

（参加者 74人） 

※研修全体参加率 90.4 % 

(参加者 103 人／対象者 114 人) 

 

 

【評価項目 2】 

研修の開催状況 

研修の開催数 
法人（実績） 

3回 
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第 2 設立団体申請等関係事務処理業務の質の向上に関する事項（事業計画：設立団体申請等関係事務処理業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置） 

2 住民サービスの向上（事業計画では窓口利用者サービスの向上） 

（1）業務処理時間の短縮 

 

年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント 

 公権力の行使に係る事務については、

法人が実施することによるメリットを 

最大限にいかした業務フローの継続的な

見直しなどにより、業務処理時間の短 縮

に努めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人が直接処理する業務については、公

権力の行使に係る事務が法人に移行するこ

とによるメリットを最大限活用するととも

に、異動受付支援システム操作の習熟によ

り、業務処理時間の短縮若しくはその持続

に努めるものとする。 

 

【評価項目 3】法人が直接処理する主な窓

口業務の処理時間 

市民課窓口業務の処理時間 

業務の名称 

戸籍謄抄本発行業務 

（1 件当たり） 

処理時間（前年度実績） 

 11 分 24 秒 

法人処理（目標） 

11 分 9 秒 

 

 

 

各窓口業務フローの見直しにより廃止となっ

た検認については、法人職員が当該事務を担うこ

ととし、業務処理時間の短縮に努めた。 

 

 

 

 

【評価項目 3】法人が直接処理する主な窓口業務

の処理時間 

市民課窓口業務の処理時間 

業務の名称 

戸籍謄抄本発行業務 

（1 件当たり） 

法人処理（目標） 

11 分 9 秒 

法人処理（実績） 

19 分 18 秒 

 

 

 

Ⅱ Ⅱ  
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業務の名称 

住民票発行業務 

（1 件当たり） 

処理時間（前年度実績） 

10 分 00 秒 

法人処理（目標） 

9 分 45 秒 

国保年金課窓口業務の処理時間 

業務の名称 

後期高齢者医療資格確認書交付業務

（1 件当たり） 

処理時間（前年度実績） 

15 分 00 秒 

法人処理（目標） 

14 分 45 秒 

税務課窓口業務の処理時間 

業務の名称 

市民税・府民税所得・（非）課税証

明書の作成・交付業務 

（1 件当たり） 

処理時間（前年度実績） 

5 分 00 秒 

法人処理（目標） 

4 分 45 秒 

業務の名称 

住民票発行業務 

（1 件当たり） 

法人処理（目標） 

9 分 45 秒 

法人処理（実績） 

16 分 24 秒 

国保年金課窓口業務の処理時間 

業務の名称 

後期高齢者医療資格確認書交付 

業務（1 件当たり） 

法人処理（目標） 

14 分 45 秒 

法人処理（実績） 

8 分 31 秒 

税務課窓口業務の処理時間 

業務の名称 

市民税・府民税所得・（非）課税証明

書の作成・交付業務 

（1 件当たり） 

法人処理（目標） 

4 分 45 秒 

法人処理（実績） 

7 分 20 秒 

- 7 -



 

介護保険課窓口業務の処理時間 

業務の名称 

要介護認定要支援認定申請受付等業務 

（1 件当たり） 

処理時間（前年度実績） 

4 分 00 秒 

法人処理（目標） 

3 分 45 秒 

地域共生推進課窓口業務の処理時間 

業務の名称 

上下水道減免申請 

（1 件当たり） 

処理時間（前年度実績） 

10 分 00 秒 

法人処理（目標） 

9 分 45 秒 

健康推進課窓口業務の処理時間 

業務の名称 

飼い犬登録受付鑑札交付業務 

（1 件当たり） 

処理時間（前年度実績） 

10 分 33 秒 

法人処理（目標） 

10 分 18 秒 

介護保険課窓口業務の処理時間 

業務の名称 

要介護認定要支援認定申請受付等業務 

（1 件当たり） 

法人処理（目標） 

3 分 45 秒 

法人処理（実績） 

4 分 21 秒 

地域共生推進課窓口業務の処理時間 

業務の名称 

上下水道減免申請 

（1 件当たり） 

法人処理（目標） 

9 分 45 秒 

法人処理（実績） 

7 分 48 秒 

健康推進課窓口業務の処理時間 

業務の名称 

飼い犬登録受付鑑札交付業務 

（1 件当たり） 

法人処理（目標） 

10 分 18 秒 

法人処理（実績） 

8 分 46 秒 
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子育て支援課窓口業務の処理時間 

業務の名称 

児童手当認定申請処理事務 

（1 件当たり） 

処理時間（前年度実績） 

 8 分 54 秒 

法人処理（目標） 

8 分 39 秒 
 

子育て支援課窓口業務の処理時間 

業務の名称 

児童手当認定申請処理事務 

（1 件当たり） 

法人処理（目標） 

8 分 39 秒 

法人処理（実績） 

8 分 43 秒 
 

  

第 2 設立団体申請等関係事務処理業務の質の向上に関する事項（事業計画：設立団体申請等関係事務処理業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置） 

2 住民サービスの向上（事業計画では窓口利用者サービスの向上） 

（2）住民の待ち時間の短縮（事業計画では窓口利用者の待ち時間の短縮） 

 

年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント 

業務処理時間の短縮に加え、窓口への

適切な案内や誘導、混雑の緩和策や柔軟

な人員体制を講ずることにより、住民の

待ち時間の短縮を図ること。 

 

 

 

 

 

 

 

前述の業務処理時間の短縮に加え、各

種申請・届出窓口への振り分けや案内な

ど、窓口の混雑時の緩和策や柔軟な人員

体制を講じることにより、窓口利用者の

待ち時間の短縮に努めるものとする。 

ア 各種パンフレットや雑誌等の窓

口、待合スペースへの配備 

イ 混雑時における番号札の配布 

ウ ICT 活用の検討 

 

 

 デジタルサイネージによる案内（市民課窓口）

や窓口混雑時には番号札を配布し、順次、案内す

るなど、待ち時間の目安を示すほか、パート職員

のローテーションを調整するなどして、事務処理

や待ち時間の短縮に努めた。 

 法人事務局及び他の窓口からの繁忙期の窓口

への支援対応だけでなく、７月下旬より市民課窓

口にて住基係とパスポート係との一体的な運用

に取り組んだ。 

また、子育て支援課窓口の 10 月の繁忙期には

法人事務局から支援するなど待ち時間の短縮に

Ⅲ Ⅲ － 
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【評価項目 4】待ち時間について 

待ち時間の満足度 

（ほとんど待たなかっ

た、少し待った方） 

法人 

（目標） 

70％以上 
 

努めた。 

引き続き、ひとり親家庭医療証の更新時に、日

中、来庁できない方への対応として、令和 7 年 10

月 30 日、31 日に夜間受付（午後 5 時 30 分から

7 時まで）を実施した。 

市民課窓口の外国人技能実習生等外国人の転

出入が続く中、国保年金課窓口を始め他部署の窓

口の受付時間が時間外とならないよう、外国人技

能実習生の受入れ事業者にも事前連絡の協力を

働き掛けるなど市と協力して待ち時間の軽減に

努めた。 

 

【評価項目 4】待ち時間について 

待ち時間の満足度 

（ほとんど待たなかっ

た、少し待った方） 

法人 

（実績） 

71.9％ 
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年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント 

窓口を訪れる住民の快適な環境を提供

するため、待合スペースの清掃や点検、 

備品・消耗品等の整理整頓などをきめ細

かく実施するとともに、住民のプライバ

シーに配慮した窓口環境の整備に努める

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓口利用者に対し、より快適な環境を

提供するため、待合スペースその他の備

品等について、日々清掃及び点検し、改

修又は補修の必要があれば、迅速に対応

するものとし、窓口職場環境の快適性向

上を進めるものとする。 

異動受付支援システム及びキャッシュ

レスレジの活用により、窓口利用者の申

請書等の書く負担や証明書等の手数料の

支払いの際の負担を軽減できるよう窓口

環境の快適性向上に努めるものとする。 

また、窓口で高齢や感染症予防対策等

による職員の声の聞こえづらさを解消す

るため設置した窓口用軟骨伝導集音器の

利用向上に努めるものとする。 

また、法人の業務範囲外の相談等につ

いては、窓口利用者のプライバシー確保

や多様性に配慮し、市職員に円滑に引き

継ぐものとする。 

 

窓口用軟骨伝導集音器を市民課１台、国保年金

課及び税務課窓口兼用で 1 台、介護保険課及び地

域共生推進課窓口兼用で 1 台を設置し、窓口で高

齢者やマスク着用等による職員の声の聞こえづら

さを解消し、より快適な窓口環境となるよう努め

た。 

異動受付支援システム及びキャッシュレスレジ

操作の習熟により、窓口利用者の申請書等の記載

負担の軽減や手数料の支払いの際の窓口利用者の

利便性向上に努めた。 

また、各窓口において待合スペースその他の備

品等についても、日々清掃及び点検に努め、窓口

環境の快適性の向上に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅲ  Ⅲ － 

第 2 設立団体申請等関係事務処理業務の質の向上に関する事項（事業計画：設立団体申請等関係事務処理業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置） 

2 住民サービスの向上（事業計画では窓口利用者サービスの向上） 

（3）窓口環境の快適性の向上 
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【評価項目 5】窓口の雰囲気や待合ス

ペースの満足度 

窓口の雰囲気や待合ス

ペースの満足度 

（良いと感じた方） 

法人 

（目標） 

85％以上 

【評価項目 5】窓口の雰囲気や待合スペースの

満足度 

窓口の雰囲気や待合スペ

ースの満足度 

（良いと感じた方） 

法人 

（実績） 

79.6％ 

年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント

行政サービスに対する住民の満足度の

向上のため、職員一人一人が接遇の重要

性を認識するとともに、その向上に努め

ること。 

法人職員に対して適宜適切に接遇研修

を実施することにより、法人職員一人ひ

とりが接遇の重要性を認識し、その向上

に向けて自己研鑽できる環境を整えるも

のとする。 

 また、毎年窓口利用者アンケート調査

の実施により市民ニーズを把握すること

で、職員の接遇及び窓口利用者の満足度

向上に努めるものとする。 

職員研修等は、以下の内容で実施した。 

・令和 7 年 7 月 24 日（木）

9 時 30 分～10 時 30 分

場所：法人事務所会議室

研修テーマ：「人事評価制度について」

・令和 7 年 9 月 9 日（火）、10 日（水）、12 日

（金）

場所：法人事務所会議室

研修テーマ：「個人情報保護について」

・令和 8 年 1 月 23 日（金）

18 時～20 時 30 分及び

令和 8 年 1 月 24 日（金）

9 時 15 分～11 時 45 分

Ⅲ Ⅲ － 

第 2 設立団体申請等関係事務処理業務の質の向上に関する事項（事業計画：設立団体申請等関係事務処理業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置） 

2 住民サービスの向上（事業計画：窓口利用者サービスの向上） 

（4）職員の接遇向上
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【評価項目 6】窓口利用者の満足度 

職員のあいさつ、言

葉遣い（大変良い、

良いと感じた方） 

法人（目標） 

85％以上 

職員のみだしなみ 

（大変良い、良いと

感じた方） 

法人（目標） 

85％以上 

職員の態度 

（大変良い、良いと

感じた方） 

法人（目標） 

85％以上 

職員の説明の分かり

やすさ 

（大変分かりやす

い、分かりやすいと

感じた方） 

法人（目標） 

85％以上 

場所：エブノ泉の森ホール会議室（大） 

研修テーマ：「クレーム対応について」 

・「窓口利用者アンケート調査」 

令和 7 年 11 月 17 日～令和 7 年 12 月 16 日で実

施 

調査票回収数 664 枚 回収率 98.6％ 

【評価項目 6】窓口利用者の満足度 

職員のあいさつ、言

葉遣い（大変良い、

良いと感じた方） 

法人（実績） 

85.6％ 

職員のみだしなみ 

（大変良い、良いと

感じた方） 

法人（実績） 

83.6％ 

職員の態度 

（大変良い、良いと

感じた方） 

法人（実績） 

85.2％ 

職員の説明の分かり

やすさ 

（大変分かりやす

い、分かりやすいと

感じた方） 

法人（実績） 

86.5％ 
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窓口利用者の満足度 

（大変満足、満足と

感じている方） 

法人（目標） 

85％以上 

窓口利用者の満足度 

（大変満足、満足と

感じている方） 

法人（実績） 

81.6％ 

年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント

法人に期待される役割を適切に果たす

ため、「地方独立行政法人の業務の適正を 

確保するための体制等の整備」について

（平成 29 年 12 月 27 日総務省自治行政局 

行政経営支援室長通知）などを踏まえた

整備体制を構築し、実効性のある内部統

制システムの運用に努めること。また、

これらの取組を実施することで、法人の

長によるトップマネジメントを推進する

こと。 

地方独立行政法人として、自律性・弾力

性・透明性の高い業務運営を行う中で、年

度目標に沿って、理事長を統括責任者とす

る管理体制を推進することにより事業計

画を着実に遂行できるよう、内部統制委員

会の開催や内部統制担当責任者による日

常的モニタリング及び定期報告等の実施

により適正な進捗管理体制の充実に努め

ていくものとする。 

令和 7 年度理事会は以下のとおり開催し、議案

や報告案件に対して、各理事から忌憚のない意見

や提言を受け、監事からは、それぞれの専門的知

見に基づく助言を受けた。それらを適切に反映し

て、法人の業務運営及び事業計画の進捗管理に努

めた。 

【理事会の開催状況】 

令和 7 年 6 月 11 日 第 1回理事会 

令和 6 年度決算報告書、財務諸表、事業報告、

業務実績評価報告書等の審議 

Ⅲ Ⅲ － 

第 3 設立団体申請等関係事務処理業務に係る業務運営の改善及び効率化に関する事項（事業計画：設立団体申請等関係事務処理業務に係る業務運営の改善及び効率

化に関する目標を達成するためとるべき措置） 

1 運営管理体制の確立 
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令和 7 年 10 月 3 日 第 2回理事会 

令和 6 年度（第Ⅲ期事業年度）財務諸表等に

係る評価委員会の意見書等の報告、令和 7 年

度上半期の予算の執行状況及び各課窓口業

務の運営状況、人事評価制度の導入及び育

児・介護休業細則等について報告 

 

令和 8 年 3 月 24 日 第 3回理事会 

令和 8 年度（第 5 期事業年度）事業計画、年

度目標、予算について、職員給与規程、職員

就業規則、パート職員就業規則、役員報酬等

規程、理事会規程の改定について、内部通報

規程の制定について、役員賠償責任保険の加

入について審議。 

各窓口の状況、窓口利用者アンケート調査結

果について報告。 

 

【監査の開催状況】 

 令和 7 年度定期監査は以下のとおり 3 回開催

し、業務監査及び会計監査により監査対象事項の

処理等については、概ね妥当であるとの評価を得

た。 

令和 7 年 6 月 3 日 第 1 回定期監査 

令和 6 年度財務諸表、事業報告、業務実績及

び決算報告書等の決算審査 
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【評価項目 7】 

内部統制委員会の開催状況等 

開催状況 法人（目標） 

内部統制委員会の開

催数 
4 回 

内部統制定期報告の

開催数 
24 回 

 

令和 7 年 10 月 3 日第 2 回定期監査 

令和 7 年度上半期の財務諸表及び予算執行

状況、窓口業務の運営状況、契約関係書類、

安全衛生委員会及び内部統制委員会関係書

類、業務マニュアルの実査  

 

令和 8 年 2 月 4 日第 3 回定期監査 

財務諸表及び予算執行状況、窓口業務の運営

状況、契約関係書類、安全衛生委員会及び内

部統制委員会関係書類、業務マニュアルの実

査、人事評価の実施状況 

 

内部統制については、理事長を統括責任者とす

る組織体制の推進に努めた。 

 

【評価項目 7】 

内部統制委員会の開催状況等 

内部統制委員会 内部統制定期報告会 

3 回 21 回 
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年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント 

窓口業務の分野ごとの業務量の多寡や

時期による繁閑の相違を見込んだ上で、 

職員の配置を適切かつ弾力的に行うとと

もに、常勤以外の雇用形態も含めた多様な

人材の活用を図ることにより、効率的かつ

効果的な業務運営に努めること。 

① 法人が直接処理する各窓口業務の繁

忙期等に合わせて、法人職員の配置を適

切かつ弾力的に行うものとする。また、

業務処理の簡素化を検討することによ

り、混雑の緩和を図るとともに窓口サー

ビスの向上に努めるものとする。 

② 常勤以外の雇用形態も含めた多様な

人材の活用を図ることにより、フレキシ

ブルな業務体制を整えながら、効率的・

効果的な業務運営に努めるものとする。 

 

 

 

 

 

 

①  繁忙時や人員不足時は、パート職員のロー

テーションの調整や他部署からの職員の支援

を行った。 

税務課、介護保険課及び子育て支援課窓口の

人員不足時や繁忙期には、事務局職員が電話対

応や入力業務等の窓口支援等を実施。 

また、市民課窓口の繁忙期の対策として、7 月

下旬より住基係とパスポート係の一体的運用

を開始した。 

おくやみコーナーの職員が総合案内や市民

課窓口の繁忙時に応援体制を取る等弾力的な

運用にも努めた。 

 

②  6 月～8 月上旬の国保年金課窓口の繁忙期

及び税務課窓口の 1 月～3 月の当初課税補助事

務について、市登録事業者の指名競争入札によ

り労働派遣事業者を決定し、外部の人材の活用

による効率的・効果的な業務運営に努めた。 

 

Ⅳ Ⅳ － 

第 3 設立団体申請等関係事務処理業務に係る業務運営の改善及び効率化に関する事項（事業計画：設立団体申請等関係事務処理業務に係る業務運営の改善及び効率

化に関する目標を達成するためとるべき措置） 

2 効率的・効果的な業務運営 

（1）業務執行体制の弾力的運用 
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③ 市の施策としてダイヤルインが導入される

こととなったことから、市と協力して法人窓口

にもダイヤルインの導入にあたり、各窓口担当

課と調整を行い、市民課、国保年金課、税務課、

健康推進課の各窓口にダイヤルインを設置す

ることとなり、市民サービスの向上に繋げた。 

④ 「おくやみコーナー」の受付対応について、

より地域住民の利便性を高めるため、ＬＩＮＥ

を活用した受付・案内ができるよう、市と連携

して取り組み、令和 7 年 6 月からその運用を開

始し、ＩＣＴの活用として弾力的に対応した。 
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年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント 

地方独立行政法人法に基づいた職務給

及び能率給の原則に立ち、人材確保のみな

らず人材育成につながる給与制度を確立

し、適切に運用すること。 

法人の職員就業規則、職員給与規程、

職員退職手当規程、パート職員就業規則

その他関係法令等の規定に基づき、職務

給・能率給の原則に則した給与制度の適

切な運用を行い、人材育成に繋がる給与

制度の確立に努めるものとする。 

 

 

 

 法人職員の給与及び退職手当等については、

職員給与規程、職員退職手当規程、パート職員

就業規則その他関係法令等の規程に基づき、適

切に運用した。 

また、令和 7 年 10 月 3 日開催の第 2 回理事

会で一般職給料表（改定素案）を報告し、その

後予算編成、市との予算協議を踏まえ、3 月市

議会終了後の理事会で給与規程の改定を進め

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ Ⅲ － 

第 3 設立団体申請等関係事務処理業務に係る業務運営の改善及び効率化に関する事項（事業計画：設立団体申請等関係事務処理業務に係る業務運営の改善及び効率

化に関する目標を達成するためとるべき措置） 

2 効率的・効果的な業務運営 

（2）適正な給与制度の運用 
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年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント 

職員の努力が評価され、業績や能力を

的確に反映した人事、昇任管理を行い、

人材育成及びモチベーション向上につな

がる公正で客観的な人事評価制度の運用

を図ること。 

法人職員の能力や実績を的確に反映し

た人事評価基準や人事評価の実施要領に

基づき、人材育成やモチベーション向上

につながる公正で客観的な人事評価制度

の導入に努めるものとする。 

 人材育成及びモチベーション向上につなが

る公正で客観的な人事評価制度を導入するた

め、評価項目、評価基準、評価方法等人事評価

実施要領を取りまとめ、今年度は主査級を対象

に導入を進めた。7 月 24 日に人事評価の研修、

8 月 12 日～21 日法人課長級が主査級に面談を

実施し、人事評価の実施に取り組んだ。 

12 月 10 日までに主査級が各自評価シートの

提出を行い、12 月 20 日までに一次評価（窓口

業務課長）、12 月 25 日までに二次評価（事務局

長）を実施し、１月に評価結果を主査級に人事

評価の理解を深めてもらえるよう一人ひとり

面談のうえ開示を行った。 

 

 

 

 

Ⅲ Ⅲ － 

 

第 3 設立団体申請等関係事務処理業務に係る業務運営の改善及び効率化に関する事項（事業計画：設立団体申請等関係事務処理業務に係る業務運営の改善及び効率

化に関する目標を達成するためとるべき措置） 

2 効率的・効果的な業務運営 

（3）モチベーション向上につながる評価制度の導入 
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年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント 

年度目標及び事業計画の枠組みの中で、

弾力的な予算執行を行うことにより、効率

的かつ効果的な業務運営を図ること。 

また、後述「第 6 中長期的な観点から

参考となるべき事項」で示す項目におい

て、必要に応じて複数年度契約や複合契約

など多様な契約手法を活用し、費用の節減

に努めること。 

基本的には、事業計画に定める予算の範

囲内で業務運営していくものであるが、

災害その他緊急に対応すべき事象が生じ

た場合は、予算執行を弾力的に行うこと

により対処していくものとする。             

また、効率的、効果的な業務運営に必要

な場合には、多様な契約手法を活用して、

費用の節減に努めるものとする。 

 

国保年金課窓口の繁忙期（6～8 月上旬）の労

働派遣業務委託については、市登録事業者によ

る指名競争入札を行い、契約を締結した。 

当初課税補助事務労働者派遣業務について

は、業者選定委員会を開催のうえ、市登録事業

者による指名競争入札を行い、契約を締結する

など費用節減に努めた。 

また、複数年契約を検討する等、多様な契約

手法を活用した費用の節減について検討した。 

国等による障害者就労施設等からの物品等

の調達の推進等に関する法律（平成 24 年法律

第 50 号）に基づき、障害者就労支援施設からの

物品等の調達の推進を図るための方針を定め、

障害者就労施設で就労する障害者等の自立の

促進に資するため、引続き障害者就労施設等が

供給する物品等の調達の推進に取り組んだ。 
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第 4 財務内容の改善に関する事項 

1 資金収支の均衡 

年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント

市からの運営交付金の範囲内で適正な

業務運営ができるよう、経営基盤を確保

し、資金収支を均衡させること。 

市からの運営交付金の範囲内で予算を

執行することはもとより、不測の事態が

生じない限り、短期借入を行うことがな

いよう、適正な業務運営に努めながら資

金収支を均衡させるものとする。 

なお、運営交付金については、市との

協定に基づき、前期（4 月）及び後期

（10 月）に必要な額の交付を受けるもの

とする。 

運営交付金の範囲内で適正な業務運営に努

めるとともに、経営基盤を確保した。 

なお、運営費交付金の交付時期については、

資金計画を作成し、協定書に基づき令和 7 年 4

月、10 月の年 2 回に分けて必要額の交付を受け

た。 
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第 4 財務内容の改善に関する事項 

2 費用の節減 

年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント

業務委託契約の適正化、法人運営管理事

務経費の最少化、消耗品に関する経費節減

の徹底など、職員のコスト意識を醸成し、

費用の節減に努めること。 

業務委託契約等の締結にあたっては、

適正仕様に基づく適正価格で契約するほ

か、事務備品その他消耗品等の経費節減

を徹底し、経費の最少化に努めるものと

する。 

各窓口の消耗備品、消耗品の物品購入にあた

り、必要に応じて泉佐野市内業者への見積り合

わせを実施するなど、経費の節減に努めた。 

また、各課の窓口の文具消耗品については、

事務局の専用ロッカーで文具消耗品の在庫の

集中管理を行い、期末での棚卸の実施等、無駄

な使用をなくすよう工夫に努めた。 
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年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント

個人情報の保護に関する法律（平成 15

年法律第 57 号）に基づき、個人情報の適

切な管理を行うものとし、特に、情報シス

テム及び関連機器の管理について、リス

クを低減するため必要な措置を講じるこ

と。 

また、泉佐野市情報公開条例（平成 11

年泉佐野市条例第 27 号）に基づき、市民

に開かれた法人として積極的な情報の公

開及び提供を行い、市民に対する説明責任

を果たすこと。 

個人情報の保護については、「個人情

報の保護に関する法律」に則り、漏洩防

止等の徹底に努めるとともに、システム

及び関連機器等の情報管理に関するリス

クの低減を図るため、人的措置も含めて

必要な対策を講じるものとする。 

また、職員研修において、個人情報の

適正な取り扱いをはじめ個人情報保護の

重要性の認識を周知徹底させるものとす

る。 

情報の公開及び提供については、法人

運営の透明性を確保するとともに、市民

に対する説明責任を果たすためにも、市

の情報公開条例の趣旨に沿って、ホーム

ページ等を通じて、積極的に情報の公開

及び提供を行うものとする。 

【評価項目 8】 

ホームページによる情報公開の状況

（目標：下表項目について公開） 

個人情報保護については、事務局長（実務経験

者）を中心に、漏洩防止等の適切な管理を行うと

ともに、システム及び周辺機器等の情報管理に

ついて、リスクを低減するために必要な対策を

講じた。 

令和 7 年 9 月 9 日（火）10 日（水）、12 日（金）

の 3 日間で 8 枠（1 枠 1 時間）を設け法人職員個

人情報研修未修者 18名を対象に「個人情報保護」

研修を実施（実績 17 名受講）した。 

 また、情報の公開及び提供については、法人ホ

ームページを活用しながら、事業計画の【評価項

目 8】の表に掲げる項目のうち該当する項目すべ

てについて公表したほか、以下の事項について

も、情報を公開又は提供することにより、法人運

営の透明性の確保に努めた。 

【評価項目 8】 

ホームページによる情報公開の状況
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項 目 法根拠規定 

副理事長及び理事を

任命したとき 

第 14 条第 5 項 

副理事長及び理事を

解任したとき 

第 17 条第 4 項 

業務方法書の認可を

受けたとき 

第 22 条第 3 項 

役員に対する報酬等

の支給基準の届出を

したとき 

第 48 条第 2 項 

職員の給与及び退職

手当の支給基準の届

出をしたとき 

第 57 条第 2 項 

設立団体の長の定め

る年度目標 

第 87 条の 8 第

1 項 

事業計画の認可を受

けたとき 

第 87 条の 9 第

5 項 

業務の実績等に関す

る自己評価結果の報

告書を提出したとき 

第 87条の 10第

2 項 

評価結果の反映状況 第 87条の 10第

7 項 

【評価項目 8】の表に掲げる 

項目以外の公開項目 

役員名簿 理事会議事録 

組織図 入札・調達情報 

倫理・行動指針 採用情報 

すべての規則・規程・

細則 
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第 5 その他設立団体申請等関係事務処理業務に係る業務運営に関する事項 

2 災害等における対応 

 

年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント 

災害や緊急事態に即応できる体制を保

持し、適切な対応を行うこと。併せて、緊 

急時対応マニュアル（業務継続計画）の実

行性を担保するため、危機管理に関する 

点検・訓練に努めること。 

災害等の発生時は、災害等の規模や内

容によっては、窓口業務においても支障

が生じることが想定されることから、策

定した「緊急時対応マニュアル」等に基

づき、災害等の非常時においても市と連

携し可能な限り業務を遂行できるように

努めるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年作成した緊急時対応マニュアルに基づ

き、災害等の発生時に備え、2 回の災害対応訓

練を実施した。 

特に、第 2 回災害対応訓練では、法人事務所

が入る建屋からの避難経路に課題を発見し、市

防火管理者へ報告のうえ課題改善に繋げた。 

 

【第１回災害対応訓練】 

令和 7 年 9 月 1 日（月）9 時～10 時 

① 泉佐野市の「職員災害対応訓練」に合わ

せ、災害時の連絡通報訓練を実施 

② 「安否確認メール」の動作確認 

【第 2 回災害対応訓練】 

令和 7 年 11 月 12 日（水）15 時～16 時 

① 火災発生時の初期対応訓練等による法

人職員の防災意識の向上 

② 法人事務所・休憩所からの避難経路の確

認 
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年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント 

①  後述「第 6 中長期的な観点から参考と

なるべき事項」に掲げる項目のほか、市が

調査研究を行う施策について、必要な情

報の提供や収集に協力すること。 

「第 6 中長期的な観点から参考とな

るべき事項」のほか、市が行う窓口業務

の施策については、市の調査研究等に協

力し、必要な情報収集や研究を行うもの

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人窓口の外国人対応をスムーズにするた

め、市の多言語翻訳機活用の操作研修に参加す

る等、市と連携してその導入について検討を進

め、令和 8 年 2 月以降法人各窓口での運用を開

始し、外国人の窓口対応の向上に努めた。 

設置状況は次の通り。 

・市民課窓口 5 ｾｯﾄ 

・総合案内 1 ｾｯﾄ 

・国保年金課 3 ｾｯﾄ 

・税務課 1 ｾｯﾄ 

・介護保険課・地域共生課 1 ｾｯﾄ 

・子育て支援課 2 ｾｯﾄ 

・こども家庭課・健康推進課 1 ｾｯﾄ 

・計 14 ｾｯﾄ 
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第 6 中長期的な観点から参考となるべき事項 

1 情報システムへの対応（事業計画：情報システム（新システムへの対応）） 

 

年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント 

 地方公共団体情報システムの標準化に

関する法律（令和 3 年法律第 40 号）の成 

立を受け、令和 7 年度末に国が示す標準仕

様に適合した情報システムに更改される 

ことから、当該システムに即応できるよう

十分な知識を習得し、システム操作の的 

確性及び迅速性を向上するよう努めるこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地方公共団体情報システム標準化法

に関する法律」に基づき、国が示す標準仕

様に適合したシステムに更改されること

から、当該システム操作に関する十分な知

識を習得した上で、より正確かつ迅速な窓

口業務が行えるよう努めるものとする。 

 

新システム操作研修

への参加率 

法人（目標） 

90％以上 

 

国が示す標準仕様に適合したシステムへの

更改の進捗状況及び時期、並びに操作研修の実

施時期及び実施方法の確認を行った。 

ほとんどのシステムの稼働時期が先送りと

なったなか、介護保険課では計画どおり更改さ

れた。しかし、大きな混乱もなく新システムの

運用を開始した。 
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第 6 中長期的な観点から参考となるべき事項 

2 総合窓口の設置 

年度目標 事業計画 
法人の自己評価 泉佐野市 

評価の判断理由（実施状況等） 評価 評価 コメント

市の実情や住民ニーズを踏まえ、行政手

続のオンライン化や「書かないワンスト 

ップ窓口」など、多様な窓口対応の実現に

向け市と連携及び協力を行い、効率的か 

つ効果的な窓口体制を整備すること。 

市の総合窓口の設置については、多様な

窓口対応の実現に向け、法人としては市と

協力しながら運用面からの調査研究に努

めるものとする。 

窓口担当課との連携を進め、窓口利用者

のニーズを踏まえ、行政手続きのオンライ

ン化や異動受付支援システム等の活用に

より窓口利用者の書く負担などを少しで

も軽減できるよう努め、適切で効率的かつ

効果的な窓口体制の構築に努めるものと

する。 

市民課、国保年金課、税務課、介護保険課、

子育て支援課の各窓口で異動受付支援システ

ムの運用の習熟に努めた。

おくやみコーナーの各課との連携について

は、税務課窓口のみの運用となっていたが、関

連する窓口との連携を図るため、市と協力して

その構築に努め、令和 8 年 2 月より一部ワンス

トップサービスの運用を開始した。
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